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松原の 「教育 コ ミ ュ ニ テ ィ 』 づ くりにかかわ る

大橋　保 明 （大阪大学大学院）

1．は じめに

　昨年の イ ン プレ ッ シ ヴな 課題研究 を引き継

ぎ 、 本年度は 次の よ うな 主 旨で課題研究が設

定 され た 。「さ らに組織的で 当事者主導の 事例

を取 り上げ、「学校 をっ くる 」もうひ とつ の 側

面 に光を あ て る。大阪府松原市。これまで多

くの 研究者が 関心 を寄せ か かわ っ て きたフ ィ

ー
ル ドの ひ とつ で ある 。 研 究者 と実践者が か

の 地の 生活世界の 内と外 を生きる 中で 自己変

容する姿を 当事者の言葉で 紡い で い く。今回

は 、
「学力論争」 「地域と学校の 連携」 な ど の

主 要な教 育改革言説 と の 異同と浅深 を見定め

なが ら、「教育社会学に何がで き何が で きて い

な い か 」 を 問う て み たい 。」

　関西圏の 研究者や解放教育 （同和教育）研

究者以外 に松原市 の教育活動が どれ だけ認知

されて い るか はわか らない が、参考資料 ・文

献リス トか ら もわか る よ うに 、こ れ ま で 多く

の 実践者が情報 を発信 し、また多くの 研究者

が 教育活動にかかわ っ てきた地域で ある と い

えるだろ う。報告者の か か わ りは 、昨年の清

水氏同様、「学校を つ くる」 こ とを第．一
義的な

目的と して いた の ではなく、「中学生がよくあ

い さ つ して くれ る 」 「地域住 民の 関わ りが 多

い 」 とい っ た ち ょ っ と した気づ きか ら、その

背景を探 っ て み よ うと そ こ に 吸い 寄せ られ た

とい っ た感 じ の もの で あ り、結果と し て 学校

を つ くる営み に寄与したの かもしれない と い

っ た程度 の もの で ある 。しか し、そ の か かわ

りの な か で 、研究者の 実践へ の かかわ り方、

実践にか かわ る と い うこ とはどうい うこ とか

に つ い て 自問自答 を繰 り返 してい たの は確か

で あ る。そ こ で 本報告で は、「教育社会学 に何

が で き何がで きて い ない か 」 と い う問い を解

く材料 と して 、松原市立第五 中学校 区にお け

る教育 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の 取 り組み と そ こ

にか かわ っ た報告者 の 葛藤 ・自己変容 に つ い

て描いて みた い 。

2 ．調査研究活動の 経過

報告者の 教育 コ ミ ュ ニ テ ィ づ くりに関す る

調査研究活動 は、池田寛氏を研究代表 とす る

「教育コ ミ ュ ニ ティ研究会」が発足 した 2000

年度に始まる。研究会で は、松原市内の 4 つ

の 中学校 区 を選定し、学校園の 教育活動 だけ

で なく 、 地域 の 諸活動 に つ い て も積極的に参

与観察を行 っ て きた 。そ の調査研究 の成果は、

大阪大学大学院人間科学研究科池 田寛研究室

（2001）『協働の 教育 に よる学校 ・地域 の 再

生一
大阪府松原市の 4 つ の 中学校区 か ら』（報

告書）に ま とめ られて い る。本報告は 、そ こ

に所収され て い る大橋 ・濱田 「松原第五 中学

校区」 で 得られ た 知見 をも とに行わ れ る も の

で ある 。

  松原市の 「教育 コ ミ ュ ニ ティ 」 づ く り

　 「教育を通じ て 人 々 の つ な が りが 生まれ 、

ネ ッ トワ
ー

クが つ くられて い く地域の こ とで

あり、その よ うな地域づ く りをめ ざした活動

で もある 」 （池田 2000 ） とされる 「教育 コ ミ

ュ ニ テ ィ 」 づ く りが教育行政施策 として取 り

組まれ た の は 2000 年度か らで ある。大阪府

下 （大阪市除く）全 334中学校区で 、 連絡調

整 ・地域教育活動の 活性化 ・学校教育活動 へ

の 支援協力 と い っ た機能を有する 「地域教育

協議会」 の設置が進め られ、松原市で は全 7

中学校区が 初年度か ら組織を立ち上げ活動 を

展 開して い る。

　松原市の教育 コ ミ ュ ニ テ ィ づ くりの 源流 は、

1994 年度か らの 「マ イ ス ク
ー

ル 研究推進事

業」 で あ り、 学校 と地域住民 とが か かわ る機

会を作 り出して きた。また、昨年度立ち上 げ

られ た市単位の 地域教育協議会 「松原市地域

教育協議会］ は府内唯
一

で あ り、7 つ の 中学

校区 の 連携 ・協力が 図られ て い る 。こ う した

松原市にお ける教育コ ミ ュ ニ テ ィ づ く りに は、

市全体で教育活動 を盛 り上 げて い こ うとす る

姿勢が 見 られ 、そ の 背後に は 「支援する 教育

委員会」 （菊地 2000） の存在が 認め られ る。

  松原第五 中学校 区にお ける取 り組み

　市 教 委の 「マ イ ス ク
ー

ル 研 究 推 進 事業 」

（1994 年度 〜天 美西小 、1998 年度 〜天美小 、

2002 年度 〜五 中） を契機 に、「グラ ン ドワ
ー
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ク」や 「天美 っ 子 タイム 」な ど の 授業を通 じて

学校 と地域 との かかわ りが多くな り、 その 過

程にお いて、地域が主体とな っ て始ま っ た学

校週 5 日制事 業の 「寒餅 つ き大会」（1995 年）や

天美西小 PTA や地域の 人々 がス ポー
ツな ど

を企画する 「おや ゆびとまれ」な ど、学校 と地

域とが協働 しなければ成立 しな い取 り組みが

増え始 めた。寒餅 つ き大会 の ネ ッ トワ ークを

ベ ー
ス に して 1997 年か ら始 まっ た「い きい き

環境 フ ェ スタ」はまさにその 象徴で ある 。 フ ェ

ス タの実行委員会をベ ー
ス に 1999 年 9 月に

は大阪府下 の どこ よ りも早 く「五 中校区地域

協議会」が当事者主導で 立ち上 げられ 、積極的

な地域教育活動が展開され て い る。報告当日

は、時間の許す範 囲で フ ェ ス タに向けた共同

制作 の 場面 を紹介 し、当事者間の 関係変容の

一
端を示 した い 。

3 ．当事者 とのや り取 りの 中での 自己変容

  生き方の ぶ つ か り合い

　 「必要と され て い な い 者が 必要とされた瞬

間に 「い かに語 る こ とがで きるか」 は、カ リ

ス マ 性の ない 研究者が 、学校文化 の 変革に
一

歩踏み 出せ るか どうかの 境 目であろ う」（清水

2002）との 指摘に賛 同する フ ィ
ール ドワ

ーカ
ー

は少な くな いだろ う。報告者な りに解釈す

れば、偶発的にお とずれる語 りの チ ャ ンスを

もの にする とい うこ とだろ う。当事者と の 関

係が 変化 して きた こ とを報告者が 実感で きた

の も、調 査研究活動 の経緯 を自分自身の 人生

とか らめて数 人に語 るチャ ン ス を得て か らで

ある。そ の 語 りは砂漠に水が しみ込むが ごと

く周囲 へ と広 が り、それ まで感 じて いた緊張

か ら解 き放た れ 、そ れ 以降、まさ に活動に 「か

かわる 」 こ とがで きるようにな っ たと実感す

る。同時 に、当事者た ちが繰 り返 し語る 言葉

の 中にそ れぞれ の 人生観が 織り込 まれて い る

ことに気づき始めたの もこの頃か らで あ っ た。

地域間の つ な ぎ役 と して 、また 「外側」 で は

他校区が どの ような取 り組みを して い るかだ

けでな く、外か ら見てそ の 取り組みの意味は

どこに見出せ る の か につ い て意見を求 められ

る こ ともあ っ た。こ の タイ ミ ン グも同様 に 、

い つ や っ て く るかわ か らな い 。そ の た め 、実

践 との かかわ りにお い て は常に 自分の考えを

整理 し、それ を頻繁に書き 換えなが ら取 り組

んで い っ た。しかし、こうした実践の相対化

や全体 へ の 視点 を個人で達 成 して い くには限

界がある。そ の点で、2 人組で フ ィ
ー

ル ドワ

ークを行い 、共同で松原市 の エ ス ノグラ フ ィ

ーを描い た こ とは 、 校区を超えた対象把握や

情報収集に有益で あ っ た 。

4 ．小括

　五 中校 区で は、報告書が発刊され るよ りも

早 く、その ゲラを参考 に して新し い 取 り組み

（夜桜を楽 しむ会、夏の夜を楽 しむ会な ど）

が ス ター トし、こ れ ら協働的な取 り組み は全

体 と して肯定 的に受け止め られ て い る よ うで

ある。その
一
方で 、協働的な取 り組み の推進

と子 ど もたちの 状況 との 乖離か ら、当事者の

なかには無力感 にさい なまれて い る者 もい る

よ うで ある。教育コ ミ ュ ニ テ ィ づ くりに ゴー

ルが な い こ とを考えれ ば、そ の プロ セス は必

然なの か もしれない 。報告者 自身、自らの 生

き方に 五 中校 区 と の か かわ りを刻み込んで い

る 以上 、その こ とに無関心で は い られな い 。

研究者の実践へ のかか わ りを考えた とき、一

人の 研究者が複数の フ ィ
ール ドに 同時にか か

わる こ とは不可能で あ り、一
つ の フ ィ

ー
ル ド

に永久的にかかわる こ ともまた難 しい か もし

れな い。しか し、一
度かか わ っ た コ ミ ュ ニ テ

ィ （「他者の 生き方 と出会う場」 （池田 2000））
に 関心を持ち続け、それ を示す言葉 を贈 り続

ける こと （渥美 2001 ）は可能で あ り、今後も

続けて い きたい 。

  実践の相対化

　松原市に は教 師に も地域住民 にも良い 意味

での競い合 い が あ る。ひ と つ は校区内の 学校

と地域 と の 内側 の 競い 合い で あ り、も うひ と

っ は他校 区 （他地域） と の 外側の 競い 合い で

ある 。報告者 は大学院生 と い う立 場にあ り、

どち らか と い え ば 「ボラン ティ ア」型 （志水

2003）の か か わ りで あ っ たが 、 こ の 競い 合い

の 伝統の なか で 「イン フ ォ
ーマ ン ト1 型 の か

か わ りも強 く求め られた 。
「内側」 では学校一
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